
令和元年９月２０日 

 

議 員 各 位 

 

                       産業厚生常任委員会 

                       委員長  中 村  美 穂 

 

 

委 員 長 報 告 書 

 

 

産業厚生常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定

により報告いたします。 

 

１.審査期間：令和元年９月９日～１１日 

 

２.付託された議案等 

議案番号 件        名 結 果 

５７ 長与町印鑑条例の一部を改正する条例 
全会一致

可  決 

５８ 長与町国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例 
全会一致

可  決 

５９ 長与町介護給付費等準備基金条例の一部を改正する条例 
全会一致

可  決 

６０ 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 
全会一致

可  決 

６１ 
長与町特定教育・保育施設の利用者負担に関する条例の一部

を改正する条例 

全会一致

可  決 

６５ 令和元年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決 

６６ 令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決 

６７ 令和元年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 
全会一致

可  決 

６８ 
令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会

計補正予算（第１号） 

全会一致

可  決 

７１ 
平成３０年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

賛成多数

認  定 

７２ 
平成３０年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 

賛成多数

認  定 



７３ 
平成３０年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

全会一致

認  定 

７４ 
平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別

会計歳入歳出決算の認定について 

賛成多数

認  定 

７５ 
平成３０年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定につ

いて 

全会一致

可  決

認  定 

７６ 
平成３０年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定に

ついて 

全会一致

可  決

認  定 

   



産業厚生常任委員長報告      

 

 

 

 

 

 

議案第５７号 長与町印鑑条例の一部を改正する条例  

 

【提案理由の概要】 

 住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令の施行により、住民票、個人番号カード等への

旧氏の記載が可能となることに伴う、印鑑登録事務処理要領の一部改正に基づき、所要の改正を

行うもの。 

 

 附則では、令和元年１１月５日から施行する。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

 

質疑 住民票にも旧氏の記載はできるようになるのか。 

答弁 住民票基本台帳施行令の改正により、同じく記載できるようになる。 

質疑  この条例の改正の経緯と町民のメリットは何か。 

答弁 女性活躍推進の観点からで、契約等で旧氏の印鑑証明書が使用できる様になるため、印鑑

登録を変更することや、他の書類の添付等が不要になる。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

議案第５８号 長与町国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例 

 

【提案理由の概要】 

 持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律の施行に

より、財政運営の主体が都道府県になったことから基金の積立ておよび処分に関する取扱いにつ

いて、所要の改正を行うもの。 

 

附則では、公布の日から施行する。 

審 査 日  令和 元年 ９月 ９日～９月１０日 

出席委員  中村美穂  竹中 悟  松林 敏  安部 都  岩永政則 

   堤 理志  吉岡清彦 

説 明 員  関係所管課管理職 その他関係職員 

 



 

以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 財政運営の主体が県に移ることでの改正だと思うが、どのようなものか。 

答弁 平成２９年度までは市町村が単独で運営していたが、制度改革により平成 30年度からは

県が財政運営を中心で行う事により年間の必要な額の見込みの算出、支払い等を行うもの。 

 

主な質疑は以上のとおり。 

 

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

  

 

議案第５９号 長与町介護給付費等準備基金条例の一部を改正する条例 

 

【提案理由の概要】 

 市町村の自立支援・重度化防止等の取組を支援するために、保険者機能強化推進交付金が創設

されることを受け、基金の積立て及び処分することができる規定について、所要の改正を行うも

の。 

 

 附則では、公布の日から施行する。 

 

 以上の説明があった。  

 

【主な質疑】 

質疑 この基金の使途は、保健福祉事業の実施の充実等に充てられると思うが、どういう充実が

図れるのか。 

答弁 市町村の取組みについて、国が基準を設けてインセンティブという形で補助金を交付する。 

  例えば、介護予防の推進、地域ケア会議の活性化等がその指標である。 

質疑 この条例改正によって事業に対する予算は増えるものか、減るものか。 

答弁 介護保険事業計画で 3 年間の計画を立てているため、地域支援事業についても限度額が

ある。予算的には上限を超えて増額にはならないため、事業費内で基金を活用して行う。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 



議案第６０号 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

 

【提案理由の概要】 

 長与町福祉医療費の支給に関する条例第２条第３項に規定する「こども」の福祉医療費の支給 

方法に関して「償還払」方式から「現物給付」方式へ移行するもの。 

 

 附則では、令和２年４月１日から施行する。 

経過措置としてこの条例の施行日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診療に係

る医療費については、なお従前の例による。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 現物給付に変わるということだが、具体的な手続きはどのようなものか。 

答弁 一つの医療機関あたり１回８００円、２回目も８００円で一つの医療機関で１６００円が

上限になる。調剤薬局については無料になる。 

質疑 施行が来年の４月ということだが、もう少し早くすることはできなかったのか。 

答弁 関係機関との協議でシステム改修が必要となり、システム改修の期間に数か月要してしま

うため来年の４月からとなった。 

質疑 こどもの定義はどうなっているのか。 

答弁 こどもとは１５歳に達する日以後の最初の３月３１日にあるもので、乳幼児を除いたもの。 

  小中学生がこどもになる。 

質疑 来年４月以降、それ以前の償還払いの申請はいつまでできるのか。 

答弁 来年３月診療分までの償還払いについては、申請をする時効までの期間というのが５年間

定めているので、５年間以内は申請できる。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で可決すべきものと決した。 

 

 

議案第６１号 長与町特定教育・保育施設の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例 

 

【提案理由の概要】 

 子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴い、従来の子どものための教育・保育

給付の認定と、改正後に新設される子育てのための施設等利用給付の認定と区別するため、所要

の改正を行うもの。 

 

 附則では、令和元年１０月１日から施行する。 



 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 従来の子どものための教育・保育の認定と区別する必要があるのはなぜか。 

答弁 子どものための教育保育給付は、保育園、認定こども園、新制度に移行した幼稚園に入所

するときの認定申請をするもので、新しく子育てのための施設利用給付というのは、幼稚園

の延長保育の預かり保育や認可外保育や別の施設利用の部分である。 

質疑 新設される子育てのための施設利用給付の新たに対象となる施設はどこか。 

答弁 フレンド幼稚園、町内外問わず、幼稚園と認定こども園の預かり保育、一時預かり保育、

認可外保育施設、ファミリーサポートセンター、病児保育施設などである。 

質疑 無償化になると申し込みが増えるのではないか。 

答弁 ３歳以上の子どもの入所状況をみると、ほぼ１００％に近い子どもが保育園か幼稚園に入

所しているので、想定していない。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおりで可決すべきものと決した。 

 

 

議案第６５号 令和元年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 

【提案理由の概要】  

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，７７０万４千円を追加し、補正後の予算 

総額を４０億 8，３７９万９千円とするもの。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 人間ドック等委託料の等とは何が入っているのか。 

答弁 人間ドック以外に、健康指導に関する委託料が入っている。 

質疑 消耗品費はどのようなものに充てるのか。 

答弁 フッ化物洗口の薬剤費に充てる。 

質疑 歯周疾患検診の対象者に新たに妊婦と３０歳を追加したが、何人を見込んでいるのか。 

答弁 妊婦は３８０人、３０歳は４５０人を見込んでいる。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した 

 



議案第６６号 令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 

【提案理由の概要】 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３９万２千円を追加し、補正後の予算の総額 

を５億１，８１７万８千円とするもの。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 後期高齢者医療広域連合納付金の増額計上の根拠は。 

答弁 出納閉鎖によって５月までに納付された保険料が２３５万６千円あったため、この分を増

額して計上している。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

議案第６７号 令和元年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号）                                    

 

【提案理由の概要】 

 既定の保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２，７９１万６千円を追加 

し、予算の総額を３２億２，４１３万円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳 

出それぞれ４１１万９千円を追加し、予算の総額を３，４０４万９千円とするもの。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 低所得者保険料の適用される人数はどのくらいか。 

答弁 第１段階の人が１，５０３人、第２段階の人が５８３人、第３段階の人が５６７人である。 

質疑 パソコンの購入の理由と何台購入するのか。 

答弁 １台は壊れたこと、使う人が増えて足りないことから、３台購入を予定している。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 



議案第６８号 令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 

 

【提案理由の概要】 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５１２万４千円を追加し、予算の総額を 

５億２，５４９万６千円とするもの。３０年度の事業費のうち移転先の選定等に不測の日数を要

したため、年度内に契約に至らなかった補償費を再度今年度予算として予算措置を行うもの。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 繰入金、繰越金の増額はどのように決まるのか。 

答弁 他の歳入が決まってから、支出の金額を計上している。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

議案第７１号 平成 30年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

【提案理由の概要】 

 歳入では、調定額４３億７５８万７，６６８円に対し、収入済額４１億２，１１４万     

６，９６６円で不納欠損額１，００２万１，１３６円、収入未済額１億 7，６４１万       

９，５６６円。    

 歳出では、予算現額４１億８５９万８千円に対し、支出済額３９億８，４３０万１，９７６円、

不用額１億２，４２９万６，０２４円で実質収支額１億３，６８４万４９９０円、うち基金繰入

額１億２千万円であった。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 被保険者減少の要因は何か。 

答弁 町全体の人口がやや減っていること、７５歳以上の人口比率が増えているため、国民健康

保険は７４歳までの人が被保険者となるため、減少している。 

質疑 第三者納付金の内容は何か。 

答弁 交通事故により国保の被保険者証で受診されたが、加害者側の過失割合が確定し、その負

担金によるもの。３０年度は９件あり、合計で約１，300万円賠償額があった。 

質疑 後発医薬品使用促進通知とはどのようなものか。また、どのような効果があるのか。 

答弁 月ごとに作成し、後発医薬品を使用したら自己負担額が１００円以上下がる人に明細書と



共に通知を送付している。一回の通知で２０万２千円国保の負担が減っているので年間４回 

実施しているため約８０万円の効果が出ているものと思われる。 

質疑 健康家庭に関する記念品は病院にかかっていない家庭が対象だと思うが、何世帯あったの

か。 

答弁 ５２世帯が対象になっている。 

質疑 人間ドックの検診対象者の条件はどのようになっているのか。 

答弁 ４０歳以上で募集人員が多かった場合は、昨年受診していない人を優先にするなどしてい

る。 

質疑 はりきゅうの補助券について配布人数と医院の件数は。 

答弁 配布人数は７７６人、使用枚数は３，７９５枚、登録医院の件数は４９院で町内は 8か所

となっている。 

質疑 １人当たりの給付費の増加の要因は。 

答弁 平均年齢が上がっていること、医療の高度化に伴い治療費が上がっているため。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

 

 

議案第７２号 平成 30年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

【提案理由の概要】 

 歳入では、調定額４億９，３６６万９，３７６円に対し、収入済額４億９，３１２万      

７，１７６円、不納欠損額２，８００円、収入未済額５３万９，４００円。 

 歳出では、予算現額４億９，８０６万７千円に対し、支出済額４億９，０７３万３，９１７円、 

不用額７３３万３，０８３円となっており、実質収支額２３９万３，２５９円。 

 

以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 後期高齢者は基本的に７５歳以上が対象だと思うが、７５歳未満で障害や重度の病気で対 

象になっている人数はどのくらいか。 

答弁 障害認定等で７５歳未満の被保険者は１８人である。 

質疑 後期高齢システム改修委託料の不用額が１０４万円出ているが、その理由とシステム改修

は何年ごとに行われるものか。 

答弁 毎年ある程度予算を組んでいるが、システム改修が行われてもそれに対する補助金が入っ

てきたこと、定期的に改修があるわけではない。 

 

主な質疑は以上のとおり。 



 

賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

 

 

議案第７３号 平成 30年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

【提案理由の概要】 

 保険事業勘定の歳入では、調定額 30億２，６４２万４，５６７円に対し、収入済額３０億 

1,５８２万３，０３９円で、不納欠損額 95万３，５００円、収入未済額964万８，０２８円。 

歳出では、予算現額３１億８，674万２千円に対し、支出済額２６億７３２万５，５０３円で 

不用額５億 7，941万６，４９７円。 

 介護サービス事業勘定の歳入では、歳入合計３，033 万８，３９３円で前年度比８０１万    

９，８４５円、２１％の減。歳出合計は２，６２１万７，７１１円、前年度比△7５０万      

６，６２１円、２２．３％の減で不用額５２４万８，２８９円。 

 実質収支額は、保険事業勘定で４億８４９万７，５３６円、うち基金繰入額は２億５，７００

万円。介護事業サービス事業勘定では４１２万６８２円であった。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 お元気クラブのスタッフの人数はなぜ減ったのか、何人減ったのか。 

答弁 町内３か所で週に１回実施しているが、看護師と指導員で３名から４名、地域のボランテ

ィアで運営している。看護師が事情により退職したため、１人の減となった。 

質疑 介護保険専門員報酬が約２００万円不用額になっているがその理由は何か。 

答弁 成年後見人がつく事例がなかったため、その報酬が無く、介護専門員Ⅱを 2名配置する予

定だったが、作業療法士１名の雇用となり減額になった。 

質疑 高齢者の虐待はあったのか、把握しているのか。 

答弁 調査は２件あったが、虐待の件数はそのうち１件、施設の認定をした。個人は福祉課が対

応している。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 全会一致で原案のとおり認定すべきものと決した。 

 

 

 

 

 

 



議案第７４号 平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 

【提案理由の概要】 

 歳入では、国庫支出金調定額１億６，９３７万１千円、県支出金調定額３，２３０万１千円、 

一般会計繰入金調定額８億３，０６０万５，９０４円、保留地処分金１４０万 9,５８０円などで 

収入済額の合計は 9億８７１万８８７円。 

 歳出では、高田南土地区画整理事業費８億２，７１５万１，９０４円、公債費として元金償還 

金７，１６５万６千円などで、支出済額の合計は９億４４６万７，８１４円。他に繰越明許費と 

して１億３，１３５万２千円。 

 高田南土地区画整理事業の実績として本工事費６件、補償費１５件、測量試験費１７件、 

その他４件で事業進捗率は道路築造５４．１％、宅地造成５６．９％。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 宅地造成の進捗率が２９年度と変わっていないが、実際には工事は進んでいると思うがな 

ぜか。 

答弁 現場の工事は進んでいるが、実際に宅地として地権者にお返しした面積を積み上げるため

反映していない。 

質疑 PFI によって県に委託されているが、今年度中に契約はあるのか。 

答弁 PFI 法に準じて一括して５年程度かけて一気に進めて終わらせていくと考えており、民間

事業者を決めていく。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

 

 

議案第７５号 平成３０年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

 

【提案理由の概要】 

 「収益的収入及び支出」の収入では予算額７億９，８５３万２千円に対し、決算額は８億 

２７８万９，525円となり、４２５万７，５２５円の増収。支出では予算額７億３，７７０万 

３千円に対し、決算額は６億９，６９０万５，１９８円となり、不用額４，０７９万７，８０２ 

円。人件費等の減額によるもの。  

「資本的収入及び支出」の収入では予算額２億４，５８６万円に対し、決算額は２億３，７１２ 

万３千円となり、８７３万７千円の減収。負担金の減によるものである。支出では予算額５億 

9,477万９千円に対し、決算額は５億８，１２８万５，４８４円となり不用額１，３４９万  



3,５１６円。建設改良費の減額が主なものである。 

 資本的収入額が資本的支出額に不足する額 3億４，416万２，４８４円は、当年度分消費税 

及び地方消費税資本的収支調整額 3,４５１万１，３６０円、当年度分損益勘定留保資金１億 

５，７００万７，５９２円、減債積立金８，５５０万７，２０７円、建設改良積立金６，７１３ 

６，３２５円で補填し、結果当年度純利益は７，１３８万４３３円となり、当年度末処分利益剰 

余金は２億 2，４０２万３，９６５円。 

 

 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 ３０年度の純利益の減少の要因は何か。 

答弁 営業費用の増加と水道料金、節水型の家電等、水道使用量の横ばいや減によるもの。 

質疑 有収率の考え方についてはどうなのか。 

答弁 ９０％前後をキープしておきたい。作った水を無駄にしない、漏水調査にも力を入れてい

るが、高度経済成長期に埋設した配水管からの漏水が若干あり修理をしていく。 

質疑 水道事業を長崎市、時津町と連携して協議することはないのか。 

答弁 既に１市２町の協議会をつくって運営上の悩みや、県からの方針として広域で協議はおこ

なっている。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 剰余金の処分については全会一致で可決、決算認定についても全会一致で認定すべきものと決 

した。 

 

 

議案第７６号 平成３０年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

 

【提案理由の概要】 

 「収益的収入及び支出」の収入では予算額１０億２，９０６万３千円に対し、決算額１０億 

２，８６２万８，８２８円で４３万４，１７２円の減収。支出では予算額９億９，９６３万８千 

円に対し、決算額が９億２，０４４万４，６０７円となり、不用額が７，９１９万３，３９３円。 

 「資本的収入及び支出」の収入では、予算額３億７，７５４万４千円に対し、決算額が１億  

３，３５９万７，０３３円で２億４，３９４万６，９６７円の減収。支出では予算額６億     

４．３７９万８千円に対し、決算額が２億９，１５３万５，２４２円となり、翌年度繰越額が 

３億３，１８４万３千円、不用額が２，０４１万 9，７５８円。 

 資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億３，９０６万７，２０９円は、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額１６９万８，８３３円、過年度分損益勘定留保資金２，９７６

万９，９１２円、減債積立金２億７５９万８，４６４円で補填し、結果当年度純利益は１億   

６６６万４，２２１円となり、当年度未処分利益剰余金は３億１，４２６万２，６８５円。 



 以上の説明があった。 

 

【主な質疑】 

質疑 営業外収益の中に長期前受金戻入れ２億２，４００万円はどういうものか。 

答弁 減価償却を毎年行っているが、国庫支出金や受益者負担金などの外部資金を以前はみなし

償却で減価償却に計上していなかったが、企業会計の制度の改正で計上するようになった。 

質疑 企業債を金利の安いものに組み替えたりしているのか。 

答弁 償還を８５件しているが、順次古いものから償還が終わっていること、過去は金利が高い

ものがあったが、現在借りているものは低利率である。 

 

 主な質疑は以上のとおり。 

 

 剰余金の処分については全会一致で可決、決算認定についても全会一致で認定すべきものと決 

した。 

 

 

 


